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別紙 

 

環境の保全の見地からの意見 

 

 中央新幹線（東京都･名古屋市間）環境影響評価方法書について、環境影響評

価法第10条第2項の規定に基づき照会がありました環境の保全の見地からの意

見は、次のとおりです。 

            

１ 建設工事及び鉄道施設（換気施設）から生ずる騒音、振動の評価に関して、

「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準」、「特定工場等

において発生する騒音の規制に関する基準」、「特定建設作業の規制に関す

る基準」、「特定工場等において発生する振動の規制に関する基準」は当該

工事及び各施設の敷地の境界線における大きさの許容限度であるため、これ

ら基準との整合性を検討する場合には、前述敷地の境界線の地点を測定地点

に加えること。 

２ 工事施工ヤード濁水処理施設から排出される排出水、大深度地下トンネル

等建設により生じる建設発生土仮置場などから排出される排出水（雨水）の

汚れについては、自然由来による土壌汚染の存在がある場合においては、そ

の影響を受け有害物質が排出される可能性が懸念されることから、有害物質

についても調査すべき項目に加え、適切な地点で調査すること。 

３ 地下水の水質及び水位の調査すべき項目について、自然由来による地下水

汚染の存在がある場合においては、工事の実施や鉄道施設の存在等により、

地下水の水質への影響が生じる可能性が懸念されることから、有害物質につ

いても調査すべき項目に加えるよう努めること。 

４ 土壌汚染について、土壌汚染の存在の有無を確認することは、大深度地下

トンネル等建設により生じる建設発生土の処理方法、工事施工ヤードから排

出される排出水の処理方法、建設工事が地下水に与える影響等を調査する重

要事項になるため、調査手法として文献調査によるのみとせず、工事施工深

度における土壌調査を実施するよう努めること。 

５ 愛知高原国定公園周辺では、希少な野生動植物が多く生息、生育している

ことを十分把握し、立坑等の設置については、できる限り自然環境への影響

が少なくなるよう検討すること。 



６ 予定ルートの岐阜県と愛知県の県境周辺には湧水湿地が存在し、その自然

環境に適応したシデコブシ等が生育しているため、工事による地下水の水質

や量への影響を避ける必要があることから、湧水の現状や地下水の流れ等を

十分把握するとともに工事による影響を予測し、できる限り湿地環境への影

響を少なくする方法を検討すること。 

７ 本市では、地球温暖化対策実行計画を策定し、市内全域の温室効果ガスの

排出量削減に取り組むこととしています。よって、事業に伴う温室効果ガス

排出量を把握するため、航空機と比較し環境負荷が少ないため、非選定とし

ている「列車の走行に伴う温室効果ガス」についても環境影響評価項目に加

えること。 

８ 温室効果ガスの影響要因の区分として、鉄道施設は駅のみが特定されてい

るが、換気施設についてもエネルギーの使用が考えられることから、影響要

因として加えること。 

９ 温室効果ガスの排出抑制について、換気施設などへの太陽光発電システム

の設置など再生可能エネルギーの有効利用を検討すること。 

10 市内東部地域には、亜炭の採掘跡が存在している。工事等にあたって生活 

 環境等への影響がないか検討すること。 

11  環境影響評価法第８条に基づき提出された住民からの意見に十分配慮し、 

電磁波、微気圧波等が人の健康や生活環境に及ぼす影響を具体的に示すとと 

もに、市民にもわかりやすい情報提供に努めること。 

 






